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2030 年、世界的なネイチャーポジティブが実現し、千代田区では、私たちの賢明な行動
によって、生物多様性を損ねることなく、生物多様性の質が向上し、生物多様性の恵みを享
受し続けられる緑と水辺の豊かな社会が形成され、都心環境の豊かな暮らし・活動を支えて
います。そして、2050 年、千代田区は、将来にわたって、世界をリードする産業経済都市
として、また、日々、在住・在勤・在学の区民、観光客など、多くの人が集い、行き交うに
ぎわいのある都市として発展し続けるとともに、これらのすべての人々に自然と共生する意
識が根付き、「生物多様性」を基盤とした社会課題解決・ライフスタイル・社会経済活動・
脱炭素社会が将来にわたり続いていく、レジリエントな自然共生先進都市となることを目指
します。

千代田区は世界を代表する企業が集積する日本の経済の中心地であり、千代田区の生物多
様性保全、社会課題解決には企業が重要なステークホルダーとなっています。ネイチャーポ
ジティブ（自然再興）の実現のためには、行政や区民だけでなく、企業や千代田区で学ぶ人、
観光客をはじめ千代田区を訪れるすべての人、一人ひとりの生物多様性の理解を促し、共通
の目標に向かって取組みを進め、自然と共生しながら生きものと私たちが住みよい社会をど
うつくり、自然を活かしてどう社会課題を解決していくか、私たちの行動を変革していく必
要があります。
また、千代田区の生物多様性を保全し、回復させる取組みを進めるうえで、東京 23 区随

一の豊かな自然を有する皇居は生物多様性の核となる重要な存在です。国や東京都、周辺区
とも連携して、都市の緑の創出・再生によって皇居の豊かな自然環境を周辺地域に広げ、つ
なげることで、千代田区を含む周辺地域の生物多様性を向上させることができます。
そのため区は、生物多様性を推進するとともに、気候変動の加速による地球温暖化への

対策やヒートアイランド現象の緩和をはじめ、災害対策、環境教育、観光振興、自然とのふ
れあいなど多様な機能を有する都市における緑地の創出を進めていきます。そして、それら
の機能や生物多様性を十分に活かして、社会課題の解決や人々のWell-being の向上などに
つなげ、私たちの暮らす都心環境がより豊かになる状態、つまり、千代田区ならではのネイ
チャーポジティブの実現を目指します。

2030 年目標（近い将来）

2050 年将来像（長期）

持続可能な自然共生の先進都市になっています

・豊かな生物多様性を活用した社会課題の解決
・持続可能なライフスタイル・社会経済活動の定着
・脱炭素社会の実現

千代田区ならではの
ネイチャーポジティブを実現します

皇居を核とした生態系のつながりが区内外に広がり、
千代田区に集うすべての人が生物多様性を意識した
持続可能な行動を選択することで、都心環境の豊かな
暮らし・活動が支えられている

2 . 5　2050 年将来像・2030 年目標
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